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宮
内
庁
 書
陵
部
 が
管
理
す
る
陵
墓
は
、天
皇

し
ょ
り
ょ
う
ぶ

陵
と
な
っ
て
い
る
大
型
前
方
後
円
墳
を
中
心

に
謎
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。非
公
開
で
立
ち
入

り
が
許
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。し
か
し
、

今
年
二
月
二
十
二
日
、考
古
学
や
歴
史
学
の
研

究
者（
各
学
会
の
代
表
十
六
人
）に
限
り
、立
ち

入
り
と
墳
丘
観
察
の
許
可
が
お
り
、二
時
間
半

に
わ
た
る
目
視
調
査
で
、 神
功
 皇
后
陵（
奈
良

じ
ん
ぐ
う

市
・
 五
社
神
 古
墳
）の
内
部
の
様
子
が
初
め
て

ご

さ

し

分
か
り
ま
し
た
。こ
の
調
査
の
実
現
ま
で
に
、

要
望
書
の
提
出
か
ら
実
に
三
十
年
以
上
の
歳

月
が
費
や
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
宮
内
庁
が
管
理
す
る
天
皇
や
皇
族
の
墓
所

の
こ
と
を「
陵
墓
」と
言
い
ま
す
。天
皇
や
皇
后

を
葬
っ
た「
陵
」と
そ
れ
以
外
の
皇
族
を
葬
っ

た「
墓
」と
に
分
か
れ
ま
す
が
、可
能
性
が
高
い

と
さ
れ
る「
参
考
地
」な
ど
を
合
わ
せ
て
、全
国

で
八
百
九
十
六
カ
所
存
在
し
、古
墳
も
数
多
く

含
ま
れ
て
い
ま
す
。神
功
皇
后
は
、第
十
四
代

 仲
 
ち
ゅ
う

 衰
 天
皇
の
皇
后
で
、天
皇
の
死
後
、朝
鮮
半

あ
い

島
に
遠
征
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、実
在

や
史
実
に
つ
い
て
は
定
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。全

長
二
百
七
十
ｍ
も
あ
る
大
き
な
前
方
後
円
墳

で
す
か
ら
、四
世
紀
後
半
～
五
世
紀
初
め
頃
の

天
皇
陵
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
、市
内（
翠
ケ
丘
町
）に
も
、宮
内
庁
が

管
理
す
る
阿
保
親
王
墓
が
あ
り
ま
す
。桃
山
陵

墓
管
区
事
務
所
が
所
管
す
る
陵
墓
で
、市
民
の

立
ち
入
り
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。こ
の
古
墳
は
、

四
世
紀
前
半
築
造
の
前
期
古
墳
で
、十
面
近
く

の
銅
鏡
が
江
戸
時
代
に
出
土
し
て
い
ま
す
。

　
古
墳
は
、周
囲
三
百
五
十
六
ｍ
の
区
画
内
に

径
三
十
六
ｍ
、高
さ
約
三
ｍ
の
円
墳
が
あ
り
、

墳
丘
は
低
平
で
外
側
に
は
改
変
を
受
け
た
周

濠
が
巡
り
ま
す
。山
口
県
文
書
館
所
蔵
の
毛
利

家
文
書「
 阿
保
親
王
  御
廟
詮
議
 」に
は
、元
禄
十

あ
ぼ
し
ん
の
う
 ご
び
ょ
う
せ
ん
ぎ

年（
一
六
九
七
）当
時
の
親
王
塚
の
状
況
を
示

す「
 有
来
 た
り
の
図
」と「

あ
り
き
た

 御
修
理
 の
図
」が
収

お
ん
し
ゅ
う
り

載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、こ
の
絵
図
を
見
ま
す
と
、

前
方
後
円
墳
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
い
っ
た

疑
問
が
ふ
と
頭
を
よ
ぎ
り
ま
す
。阿
保
親
王
墓

も
中
へ
の
立
ち
入
り
が
可
能
と
な
れ
ば
、科
学

的
な
眼
で
古
墳
を
詳
し
く
観
察
し
、阿
保
親
王

よ
り
五
百
年
も
古
い
そ
の
被
葬
者
に
、想
い
を

馳
せ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、「
親
王
塚
町
」と
い
う
地
名
は
、親
王

が
打
出
の
地
に
お
い
て
、五
十
一
歳
で
逝
去
し

た
と
い
う【
続
日
本
後
紀
】の
記
録
に
基
づ
き

付
け
ら
れ
て
お
り
、小
字
の
郷
ノ
本
・
堀
ノ
内
・

久
保
・
川
端
・
親
王
塚
・
地
造
り
な
ど
、そ
れ
ぞ

れ
に
意
味
を
持
つ
地
名
を
含
み
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
　
緯
雲
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０
６
６

地
名
の
考
古
学
（
　
）
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 ─
親
王
塚
町
と
阿
保
親
王
塚
古
墳
の
被
葬
者
─

芦
屋
考
古
学
再
発
見
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こ
の
ほ
ど
市
が
発
行
し
た「
芦
屋
シ
テ
ィ
グ
ラ
フ
」を

手
に
し
て
、
芦
屋
の
親
し
い
人
と
再
会
し
た
よ
う
な
、

う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　
私
は
、三
十
九
年
間
、新
聞
記
者
と
し
て
芦
屋
市
全
域

を
取
材
し
て
い
た
の
で
、掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
百
七

十
点
の
ほ
と
ん
ど
が
懐
か
し
い
も
の
ば
か
り
。そ
の
上
、

イ
ラ
ス
ト
・
地
図
な
ど
も
分
か
り
や
す
く
、楽
し
く
読
む

こ
と
が
で
き
、当
時
を
思
い
出
し
た
。

　
今
回
は
紙
面
の
都
合
だ
と
思
う
が
、
次
に
出
す
と
き

に
は
ぜ
ひ
と
も
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
も
の
が
あ
る
の
で

列
記
し
て
み
た
い
。

　
日
本
初
の「
芦
屋
川
ト
ン
ネ
ル
」（
松
ノ
内
町
）、
自
由

教
育
を
目
指
し
た
「
児
童
の
村
小
学
校
」（
前
田
町
）、
戦

前
に
良
い
音
楽
を
聴
か
せ
て
お
い
し
い
牛
乳
づ
く
り
を

試
み
た「
東
洋
牧
場
」（
川
西
町
）の
こ
と
。打
出
浜
で
の

「
宮
じ
ゃ
こ
づ
く
り
」、春
日
町
に
窯
元
の
あ
っ
た「
打
出

焼
」、「
六
麓
荘
国
際
ホ
テ
ル
」の
話
、「
奥
池
」の
こ
と
。

　
特
に
、山
麓
線
建
設
で
姿
を
消
し
た「
リ
ン
ド
ウ
峠
」

の
リ
ン
ド
ウ
の
一
部
が
霊
園
に
移
植
さ
れ
た
が
、そ
の

後
ど
う
な
っ
た
の
か
。芦
屋
神
社
に
群
生
し
て
い
た
コ

バ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
も
少
な
く
な
っ
た
と
言
う
が
…
。

「芦屋シティグラフ」を手にして
懐かしい芦屋のまちに再会した思い

元松浜町在住・福田純治 ママ
イイ
・・
オオ
ピピ
ニニ
オオ
ンン

「芦屋シティグラフ」発売！

　「芦屋シティグラフ」（Ａ４判・52ページ／全カ
ラー刷り）を発行しました。
　芦屋の自然や歴史、芦屋ゆかりの芸術・文学・
文化―。それらにふれつつ散歩を楽しめるコー
スの紹介、行政の動きや統計、また市内の医療機
関一覧（地図）などの情報を、写真170点のほかイ
ラストや地図とともにわかりやすく掲載してい
ます。「芦屋シティグラフ」は、次の２カ所で販売
しています。ご利用ください。
■発売場所　市役所行政情報コーナー・ラポル
テ市民サービスコーナー　■定価　300円

問い合わせ　広報課　緯38-2006

【あしや喜楽苑ギャラリー】

日＆内①４月１日～「わたしのたいせつ
なもの展」②８日～「和の人形達」③16
日～「永仮孝彦旅の写真展」／９時～17
時（最終日は15時まで）　所＆問あしや喜
楽苑（緯34-9287）

【丹波の朝採り有機野菜市】

日４月２日・10日・16日・24日・30日、
10時～　所＆問ワークホームつつじ・仁
頃（緯22-7044）

【健康交流（社交）ダンス講習会】

日４月３日～毎週木曜15時～　所青少年
センター　費700円　問松尾（緯32-9341）

【県民交流・健康体操クラブ】

日①４月４日・18日・25日、13時30分～
15時　所大原集会所　人20人　費月額
1,500円　問六川（緯22-7939）

【市民ハイキング】

日４月６日（日）８時30分～　所芦屋川駅
北→甲山→仁川ピクニックセンターほか
費400円（交通費別）　持弁当・水筒・雨
具　問芦屋登山会・相塲（緯32-0628）

【東洋医学　針灸展】

日４月６日（日）10時～16時　所市民セ
ンター202室　問芦屋市鍼灸師会（緯31-
7255）

【母と子のいこいの部屋】

日４月８日・15日・22日（火）10時～11時
30分　所図書館　人０歳～未就園児と保
護者　問バルーン・津田（緯32-2610）

【健康体操一期の会見学・体験会】

日４月８日・15日・22日、13時～14時30分　所
体育館・青少年センター　問野村（緯22-0625）

【おはなし作りの部屋】

日４月９日・23日（水）10時～12時　所図
書館　問ぷりん・岡山（緯31-6801）

【なかよし作品展】

日４月10日～12日、10時～18時（初日14時
30分から最終日は17時まで）　所＆問集
空間Ｔｉｏ・西本（緯25-0177）

【運動遊びすくすく教室体験会】

日４月10日・17日・24日（木）10時～11時
所青少年センター　内リズム体操等　人
２歳～就園前の幼児と保護者　申＆問井
上（緯/FAX23-5114）

【ほんわかカフェ・おおはら】

日①４月11日②25日10時～12時　内①押
し花のカード作り②歌声喫茶　人各20人
費①300円②150円（お茶代）　所＆問大原
集会所協議会・今村（緯34-2364）

【10代のためのやすらぎの部屋】

日①第１・３土曜日、13時～16時30分②
第２・４土曜日、10時～12時　所図書館
問ヨッシーくらぶ・守上（緯23-6854）

【ライブラリーコンサート】

日４月12日（土）18時45分～（開場18時30
分）　所図書館　内「四月」「愛の歌」ほか
問図書館友の会（緯23-1746）

【浜風の家　４月のイベント】

内①４月12日（土）13時30分～一日工作②18日
（金）15時30分～16時30分吹き矢③26日（土）13
時～14時フラダンス　人①４歳～②８歳～　
費①100円②500円　問浜風の家（緯35-5700）

【講座「歌風土記　兵庫県」】

日４月13日（日）13時30分～　所富田砕花
旧居　師詩人・和田英子氏　費500円（資
料代）　申＆問角野（緯090-8825-1292）

【エスペラント入門講座】

日４月13日（日）９時30分～11時30分　所市
民センター207室　内簡単な会話　申＆問芦
屋エスペラント会・津田（緯0798-36-8817）

【芦屋子育て支援講座】

日４月16日（水）10時～11時30分　所市民
センター211室（託児あり）　師藤本邦子
氏　費300円　問守舎（緯31-0887）

【折り紙教室】

日４月16 日（水）10時～12時　所図書館　
問段谷（緯34-2546）　持折り紙・はさみ等

【フィリップ・ビゴ氏講演会】

日４月18日（金）19時開会　所ラポルテホ
ール　人200人（要予約）　問＆申青年会議
所（緯32-0522）※月・水・金10時～17時

【「朝市」ろじもん市場】

日４月26日（土）10時～15時　所セブンイ
レブン潮芦屋店横駐車場　内朝市・バザー
等　問市民まつり協議会（緯35-0464）

【バザー用品提供のお願い】

日４月26日・27日10時～15時　所＆問芦
屋みどり福祉作業所（緯31-4001）

【ブログ作成講座（全３回）】

日４月27日（日）14時～15時30分　所市民セン
ター217室　人団塊世代20人　費2,000円（３
回分）　申＆問サポート結（緯/FAX31-8389）

【フォークダンスのお誘い】

日５月12日～毎週月曜（８回）９時40分～11時
50分　所市民センター　人市内在住の女性
（60歳未満）　費月額2,000円・保険料800円・
テキスト600円　申＆問高橋（緯31-7771）

【県立国際高校オープンカレッジ】

日５月13日～７月15日・15時30分～17時　
内外国人講師に学ぶ　人60人　費4,000円
（10回分）　所＆申＆問往復はがきに住所・
氏名・電話番号を記入し、５月７日（水）ま
でに、県立国際高校オープンカレッジ係
（緯35-5931 〒659-0031新浜町1-2）へ


